
 

   

 

２・Ａ３を参照されたい。 

 

Ｑ５ 

 血行促進用衣の定義には、「上半身用及び下半身用があり、それぞれ少なくとも上

腕部および大腿部を被覆する」との記載があり、また自主基準の「3.1.1 該当する

製品の範囲」の④には、「衣類形状を有する製品のうち、長袖シャツ／長ズボン／半

袖シャツ／半ズボンの形状を有するものだけが該当する」との記載がある。 

 つまり、長袖シャツ及び長ズボンの場合には、それぞれ上腕部及び大腿部を被覆

する条件を満たしているので問題ないが、上半身用の半袖シャツの場合には、想定

する使用者において、少なくとも上腕部を被覆できる長さの袖丈が必要であり、ま

た下半身用の半ズボンの場合には、想定される使用者において、少なくとも大腿部

を被覆できる長さの股下丈が必要であると理解することで良いか。 

Ａ５ 

 貴見のとおり。 

 血行促進用衣として製造販売届書の提出ができるのは、その範囲の製品に限られる

ものと理解されたい。 

具体的には、製造販売届書の「形状、構造及び原理」欄において製品のタイプや寸法

等を記載するにあたり、その形状の呼称として「長袖シャツ」「長ズボン」「半袖シャ

ツ」「半ズボン」と明確に記載できる範囲の製品のみが血行促進用衣として認められ

るものであること。 

 

Ｑ６ 

 衣類の全体において遠赤外線を輻射する機能を有する製品ではなく、衣類の一部

分のみにおいて遠赤外線を輻射する機能を有する製品や、当該機能を有するプリン

トやシール等を部分的に施した製品であっても、血行促進用衣として認められるか。 

Ａ６ 

 認められない。 

 血行促進用衣に該当するのは、衣類の全体において遠赤外線を輻射する機能を有す

る製品であって、少なくとも遠赤外線を輻射する機能を有する部分のみを取り出した

場合、その範囲がＡ５に示す「長袖シャツ」「長ズボン」「半袖シャツ」「半ズボン」

の要件を満たしている場合にのみ、血行促進用衣として認められるものであること。 

 

Ｑ７ 

 自主基準の「４．原材料」において、「原材料の異なる製品、組成の異なる製品、

加工方法（編み方等を含む）の異なる製品は、それぞれ別品目として取り扱う必要が

あることから、個々に試験等を実施するとともに、「製造販売届書」もそれぞれ別品

目として提出すること」とあるが、誤って原材料、組成、加工方法等の異なる製品を
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